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平
成
初
年

9
月
6
日

(木
)
午
前

3
時

7
分
、
北

海
道
胆
振
地
方
中
東
部
を

震
源
と
し
て
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
ロ地
震
の
規
模
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
7
、
震

源
の
深
さ
は
幻

M
、
最
大
震

度
は
、
震
度
階
級
で
最
も
高

い
震
度
7
が
厚
真
町
鹿
沼

で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
震
度

7
は
北
海
道
で
は
初
め
て
の

2018年 10月198(金)

こ
と
で
す
。
今
回
の
地
震
で

は
強
震
動
に
よ
っ
て
厚
真
町

を
中
心
に
広
い
範
囲
で
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
、
被
害

者
は
、
死
者
引
人
、
負
傷
者

6
8
1人
に
も
な
り
ま
す
。

早
速
、
日
本
精
神
科
病

院
協
会
で
は
山
崎
挙
会
長

の
指
示
で
災
害
対
策
本
部

が
立
ち
上
が
り
、
岡
本
呉
賦

常
務
理
事
を
通
じ
て
、

9
月

8
日
に
は
北
海
道
支
部
の

看
護
部
長
会
の
連
絡
網
を

通
じ
て
北
海
道
内
の
日
精

協
会
員
病
院
の
被
害
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。確
認
内

容
は
、

1.
建
物
へ
の
大
き
な

被
害
の
有
無

2
・
現
在
の

電
力
復
旧
状
況
・
自
家
発

電
の
発
電
状
況

3.
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
停
止
状
況
(
水

道
、
物
流
等
電
気
以
外
の
も

の
)

4
診
療
等
の
復
帰

状
況
(外
来
診
療
、
デ
イ
ケ

ア
、
訪
問
看
護
、
関
連
施
設

等
)

5
支
援
が
必
要
な

も
の

6.
そ
の
他
で
す
。

北
海
道
内

mの
会
員
病

院
の
う
ち
%
病
院
(回
答
率

佑
%
)
か
ら
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
が
、
建
物
の
大
き
な

被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。札
幌
市
で
は
東
区
が
震

度

6
弱
、
北
区
、
白
石
区
、

手
稲
区
、
清
田
区
が
5
強
と

大
き
な
揺
れ
が
あ
り
、
当
院

(北
区
・
五
稜
会
病
院
)
で

は
4
階
医
局
の
本
棚
が
倒

壊
し
ま
し
た
(
写
真
)
。

今
回
の
地
震
は
、
揺
れ
も

大
き
い
も
の
で
し
た
が
、
何

と
い
っ
て
も
日
本
で
初
め
て

の
北
海
道
全
域

2
9
5
万

世
帯
に
わ
た
る
大
停
電
、
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
る
被
害

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
地

震
直
後
、
苫
東
厚
真
火
力

発
電
所
の

3
基
の
う
ち

2

基
が
緊
急
停
止
。
供
給
の
4

割
余
り
に
あ
た
る

1
3
0万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
落
ち
、
さ
ら
に

午
前
3
時
お
分
に
は
、
残
る

l
基
や
別
の
発
電
所
も
停

止
し
て
、
前
代
未
聞
の
北
海

道
全
域
が
停
電
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

停
電
は
、
最
大
丸
2
日
間

に
わ
た
り
ま
し
た
。
北
海
道

全
域
の
全
て
の
交
通
機
関
、

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
信
号

な
ど
が
止
ま
り
ま
し
た
。職

員
が
身
動
き
が
と
れ
な
い

な
か
で
も
、
自
家
用
車
や
タ

ク
シ
ー
は
動
い
て
い
ま
す
か

ら
、
患
者
さ
ん
は
来
院
し
、

緊
急
入
院
も
あ
り
ま
し
た
。

入
院
患
者
の
食
事
、
水
は
ど

う
す
る
か
な
ど
頭
を
悩
ま

し
ま
し
た
。
停
電
に
な
れ

ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ス
ト
ッ

プ
、
く
み
上
げ
式
の
水
道
で

あ
れ
ば
断
水
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
停
電
は
、
地
震
に

限
ら
ず
、
台
風
や
落
雷
等
で

も
お
こ
り
ま
す
。対
岸
の
火

事
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
の

対
策
、
準
備
が
必
要
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

(
理
事

中
島
公
博
)
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「効能効果J.rlll活周置J.r・告、被豆およU併用有権車を宮む
壇周上の，主憲J.r効能効果に側遣する使用上の違憲J、「周活
用置に関還する使用よの達窓」符の隣組については.器付文.を
己惨照ください.
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